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優しく強い子に！ ６年生の市民体育祭が終わりました。
10月 30日(日) 愛宕小

〇めあて
コーチング フォアチェック デュエル

〇南八王子１－２白百合 前半０－０
得点 加々美君
予選リーグｖｓ白百合戦。１－２の逆転負けです。

前半は押されながらも 5 回ほどあった相手コーナーキ
ックもヘディングで防ぎ，0－ 0で折り返しました。
後半 2 分，相手ペナルティアーク中央でボールを受

けた加々美君が 2 人抜いてゴール中央へシュート！先
制点。しかし，5 分後，南の左渡り廊下をドリブルで

http://www.minamih.net/ 持ち込まれ 2 人で対応しましたが，シールオフが十分
１６・１１・ ３（木）でなく，エンクルージャーもできず，クロスを入れら
南ＮＥＷＳ ＮＯ７０ れ逆サイドに合わされ同点にされました。

その 3分後，ミドルサード中央左寄りでボールを持
った相手にアプローチもなく，メインディフェンスの意識もなくロングシュー
トでＧＫ左上を抜かれ決勝点を許してしまいました。
サイドを制する者は試合を制すで白百合にサイドで敗れ，クロスを許してし

まったことが同点を許し，ミドルサードで甘い寄せが決勝点を許してしまった
のです。
めあてにフォアチェックがありました。

「フォアチェックはトップのスプリントによるチェイスから始まる
んだよ」
といつも言っているのですが，この日はそれが観られませんでした。
矢上の伝え方が悪いのかチェイス・寄せは緩慢でした。勝つ気持

があったのかなと思いました。

今日の午後練では 6年生が 12人参加しましたがＭ－Ｔ－Ｍという
ことで，渡り廊下でのシールオフの練習をしました。もっと練習しなくてはい
けないと痛感しました。勝てる試合を勝ち抜くために……。

相手にボールを奪われるという場面を設定し，相手Ｙにボールを奪われた南
Ａはアジリティで即リテイクをするべく，カバーしてくれた味方南Ｂに“ディ
レイ”と言いながらＹの内側をスプリントでチェイスし，Ｙに身体をあててボ
ールを奪うのが基本です。
カバーの南ＢはＹを中に入れないようにシールオフしながらディレイをする

のです。二人で挟み込んでエンクルージャーをしてシールオフ，ボールを奪う
のです。
相手が名ドリブラーでもＣＢもエンクルージャーに加わっていけば３人ｖｓ

１人でクロスは防げます。より確実にシールオフができるのです。白百合戦の
南は抜かれた後のリテイクがいい加減でした。カバーのカバーに入ってしまう
子もいました。
練習もしていたのですが理解できていなかったのです。自分のボールを奪っ

て南のゴールに向かっている相手の脇を素通りして，何らアタックをせず，カ
バーのカバ－に入るのです。囲い込んで取るという発想はないのです。今日も
確認したのですが，数的優位ができないのです。

午後練でこの練習をしているとき 6年生の山本君が
「サイドを制する者が試合を制するのではないんですか」
矢上に訊いてきました。
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その通りです。よく分かっているなと思いながらも，でも，この練習をして
いるときに何故この質問をするのかなと思いながら
「だからサイドで負けないようにシールオフとエンクルージャーをして
ボールを奪うんでしょ」

と矢上は答えました。

白百合はサイドで 1人ｖｓ 2人の状況で南の２人のＤＦに勝って，サイドか
らクロスを入れ同点シュートを決めたのです。結果的にサイドを制した白百合
が試合を制したのです。

この試合，ドリブルで相手を抜くことができたのは加々美君だけ。あとはサ
イドでボールを受けて，一人抜けばクロス・シュートが撃てるという場面でこ
とごとく相手にボールを奪われていました。
ワンフェイントで縦に突破をチャレンジする姿も観られず，ぶつけてしまう，

サイドの突破を狙わず何人もいる中へボールを持ち込んで取られてしまうこと
の繰り返しで，サイド攻撃は観られなかったのです。

高校で矢上がＣＦのポジションをもらっていたとき，監督が
「相手ペナルティエリア内にドリブルで持ち込み
相手のギャップ(2人の門)があったら突破を図れ。上手くいったらＧＫと 1
対 1。足をかけられたらＰＫをもらえる」

と指導してくれたのです。
その為のドリブル練習で，“立派な戦術だよ”とよく話しているのですが。

練習にはよく出てくるのですが，話を良く聴くことができない。今日も私が
話しているのにリフティングをしている子がいました。
練習のための練習で，試合モードではありません。Ｊで後期優勝した浦和レ

ッズの今年の練習での紅白戦はそれは厳しく激しいものだそうです。ぬるま湯
のようなゆるい感じはなく常に全力で練習に取り組んでいるのだそうです。
南の子どもたちだってできると思うのですが。

ハッピーハロウインの前日のこの日。加々美君のお母さんが子ども達やコー
チにお菓子がたくさん入ったハロウインの袋を一人一袋ずつプレゼントしてく
ださいました。昨年もです。本等に有り難うございます。
みんなを応援してくださるお家の人たちの気持ちも考えてほしいです。

今日の午後練の帰りにヘルメット被っていない 6年生がいました。
ヘルメットを被る意味をよく知っているはずの子なのですが。空しくなります。

でも，とにかく，ＧＡＭＢＡっている６年生をこのままで卒業させるわけに
はいかないので，みんなの力を信じて矢上もＧＡＭＢＡります。
コーチのみなさんもお家のみなさんも同じ気持ちです。

ｂｙ南のアンパンマン

11月 27日(日) ５年生の青梅招待
サンコーカップです。４年生と合同で参加します。
来年正月のむさしの招待５年生大会の良い準備になりま

す。日が暮れるのが早くなっていますが，宇佐見選手や香川選手のように毎日
ボールにさわって技を磨いておいてくださいね。
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